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噴火が起きたら何が？ 　　　　避難順番
桜島で大噴火が発生した場合、次のような甚大な
被害を受ける可能性があります。
降灰による被害
噴火で大量の火山灰や軽石が降り、家屋が倒壊、
道路が塞がり、交通や通信が麻痺します。健康被
害も深刻です。
火砕流・溶岩流と地震・津波
高温の火砕流や溶岩流が集落を襲い、地震や津波
も発生する恐れがあります。
二次災害の長期化
火山灰が雨で流れ出し、土石流や火山泥流が長期
間続きます。
住民への対策
避難指示に従い、広域避難を早急に行い、最低7
日分の備蓄を準備してください。安全を最優先に
行動しましょう。

大噴火が起きた時の被害
大正大噴火の際の記録から、特に桜島に近い牛根（現在の垂水市牛
根地区）は大きな被害を受けました。松崎も牛根と同様に、厚い火
山噴出物の堆積が予想されます。
　 🌋  降石による被害（最も深刻）
大正大噴火では、主に偏西風の影響で噴出物が桜島の東側、すなわ
ち垂水方面へ多量に降下しました。
　農業への壊滅的打撃:
畑や水田が厚い噴出物に覆われ、農作物が枯死・埋没し、農業は壊
滅的な被害を受けます。
　 🌊  津波の発生
大正大噴火では、噴火に伴う海底の地滑りなどにより、鹿児島湾沿
岸部に津波が発生しました。

垂水市や牛根地区の沿岸部では、地震動や噴火そのものの被害に加
え、津波による浸水被害や、避難中の人的被害も懸念されます

避難所（島外　中・長期）
市街地側：公の宿泊施設・仮設住宅
など

フェリー避難
「乗船場所」
桜島港
陸路
避難

広域一時避難所
垂水市中央運動
公園
霧島市運動公園

道路不通など
で車・バス・
自家用車が使
用できない場
合
フェリー・避
難船舶
「集結乗船場
所」
避難港・退避
舎

台風などでフェリー
が使用できない場合
バス・自家用車
「バス乗車場所」
最寄りのバス停

基本的避難方法
バス・自家用車
「バス乗車場所」
最寄りのバス停

島外避難（大規模噴火時）
対象地域：全島

桜島バージョン

高台へ避難: 津波や土砂災害の危険が
あれば、直ちに高台や建物の3階以上
に避難。そして市の指示に従う: 市か
ら「避難指示」が出されたら、指定
された避難所へ移動。

早期避難対象者
（高齢者等）: 早
めに避難を開始。

自宅待機・情報収集: まずはテ
レビ、ラジオなどで情報（噴
火警戒レベル、避難指示）を
確認し、自宅で安全を確保。

避難（噴火の激化）
対象地域：海潟
警戒が必要な居住地域

海潟バージョン

垂水市域（当時の行政区分　肝属郡牛根市、垂水
市、新城）
1月22日　　　牛根市　人頭大からこぶし大の噴石
1月23日以降　火山灰が落下
1月15・16日　降灰のピーク
2月上句まで降灰が続いた
　　　　　　　噴石は海面で浮上層６０センチ以上
垂水市域の降下火砕物堆積厚
：牛根村、降下火砕物小学校と村役場の建物が倒壊
：東桜島、牛根村民は、高隈方面へ避難

非常用品あれこれ
やや特殊な物
ヘルメット
ゴーグル
雨具類
赤ちゃん用品
介護用品
電子ファイル

重要なもの
非常食・飲料水
衣類
タオル
常備薬
懐中電灯
貴重品（現金・通帳・
保険証・カード）

あれば便利な物
マスク・手袋
毛布
ナイフ
缶切り
ろうそく
マッチ類
ラジオ
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